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研 究 課 題 「片親疎外」に関する実態調査研究
研究代表者 青 木 　 聡（臨床心理学科　教授）
Ⅰ　研究の目的
法務省（2011）によると、面会交流紛争の新受件
数が最近 10 年間で約 3.7 倍と急増している（図１）。
こうした現状を踏まえ、2012 年４月より施行された
改正民法の第 766 条では、離婚時に面会交流と養育
費について取り決めることが明記された。しかし、日
本は離婚後の単独親権制度を採用してきた弊害で、面
会交流の実施と養育費の支払いを支援する制度をこれ
から作り上げていかなければならない状況にある。そ
もそも、面会交流に関する心理学的な研究はほとんど
行われていない。そこで本研究では、離婚後の面会交
流の有無が子どもの人格特性に与える影響について明
らかにするため、調査を行った。
クシィ）内のコミュニティ「親の離婚を経験した子ど
も（メンバー数 3788 人：2012 年 3 月時点）」の掲
示板で調査協力を呼びかけ、ネット上のアンケート・
ページで回答してもらった。
（３）調査協力者
回答者は 25 名であったが、ＮＥＯ－ＦＦＩ日本版
（成人用）を使用するため、21 歳未満の回答者を除外
し、有効回答者は 22 名（平均年齢 31.09 歳、標準偏
差 6.50、男性４名／女性 18 名）となった。なお、片
方の親と別居した時点の平均年齢は 7.05 歳、標準偏
差 5.55 であった。
Ⅲ　結果（研究の成果）
（１）ＮＥＯ－ＦＦＩ各次元の平均得点の比較
面会交流あり群（9 名）と面会交流なし群（13 名）
でＮＥＯ－ＦＦＩ各次元の平均得点を比較した結果、
面会交流あり群よりも面会交流なし群のほうが「神経
症傾向」の平均得点が有意に高かった（あり＜なし：
ｔ（20）＝－ 2.21、p<.05：表１参照）。その他の各
次元（「外向性」「開放性」「調和性」「誠実性」）の平
均得点に有意差はなかった（結果は割愛）。
図１　面会交流紛争の新受件数
Ⅱ　方法（研究の経過）
（１）調査内容
本研究ではＮＥＯ－ＦＦＩ日本版（成人用）を用い
た。ＮＥＯ－ＦＦＩは、健康な成人の人格特性の５つ
の主要な次元（「神経症傾向」「外向性」「開放性」「調
和性」「誠実性」）を測定する尺度（60 項目）であり、
信頼性・妥当性が確認されている。その他、面会交流
に関する自由記述３項目等。
（２）調査時期および調査方法
2011 年 11 月～ 2012 年１月にＳＮＳの mixi（ミ
表１　面会交流の有無と神経症傾向の平均得点の比較
人数 平均得点（標準偏差） t値
面会交流あり ９ 26.33（6.46） -2.21*
面会交流なし 13 31.92（5.36）
*p ＜ .05
（２）ＮＥＯ－ＦＦＩ各質問項目の平均得点の比較
面会交流あり群（９名）と面会交流なし群（13 名）
でＮＥＯ－ＦＦＩ各質問項目の平均得点を比較した結
果、８項目で有意差があった（表２参照）
平均得点に有意差があった質問項目は、「神経症傾
向」の下位次元「自意識」に含まれる質問６「劣等感
を持つことがよくある」（あり＜なし：ｔ（11.821）
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＝－ 2.98、p<.05 ）と質問 56「穴があったら入りた
いと思うほど、恥ずかしいことがたまにある」（あり
＜なし：ｔ（20）＝－ 2.38、p<.05）、同じく「神経
症傾向」の下位次元「傷つきやすさ」に含まれる質問
11「ストレスが多いと、自分が「めちゃくちゃ」に
なるように感じることがある」（あり＜なし：ｔ（20）
＝－ 3.21、p<.01）と質問 51「どうしようもなくて、
その問題を誰かに解決してもらいたいと思うことがよ
くある」（あり＜なし：ｔ（20）＝－ 3.09、p<.01）、「外
向性」の下位次元「群居性」に含まれる質問 2「大勢
の人と一緒にいるのが好きだ」（あり＞なし：ｔ（20）
＝ 2.12、p<.05）と質問 27「何かをする場合は、一
人でやる方が好きだ」（あり＜なし（逆転項目）：ｔ（20）
＝ 2.43、p<.05）、「開放性」の下位次元「審美性」に
含まれる質問 13「芸術作品や自然の中で見つけたか
たちに興味をひかれる」（あり＞なし：ｔ（20）＝ 2.51、
p<.05）と質問 43「詩を読んだり芸術作品を見ている
と、ぞくぞくしたり感情の高まりを感じる」（あり＞
なし：ｔ（19.834）＝ 3.77、p<.01）であった。
（３）自由記述項目の分析結果（要約）
ⅰ面会交流なし（13 名）の理由
・会うことを禁止されていた：6名
・同居親に気を使って会いたいと思わなかった：5名
・完全に縁が切れていた：2名
　→同居親の言動の影響が大きいことが明らかになった。
ⅱ面会交流の場所（9名）
・飲食店で食事：５名
・公園・映画等：３名
・祖母宅：１名
→毎回の面会交流の場所に苦労していることが明ら
かになった。
ⅲ面会交流の希望を同居親に言えていたか
・面会交流や別居親の話題はタブーだった：10名
（10名全員が面会交流なし群10／13名）
・もっと会いたいと言っていた：6名（6名全員が面
会交流あり群6／9名）
→面会交流あり群は別居親にもっと会いたいと言え
ている一方、面会交流なし群は面会交流や別居親の話
題がタブーとなっていた。
Ⅳ　考察（研究の課題と発展）
今回の調査において、面会交流なし群は面会交流あ
り群と比較して、
・「神経症傾向」が高い。
・「自意識」と「傷つきやすさ」が高い。
・「群居性」が低い。
という結果が得られた。
一方、面会交流あり群は面会交流なし群と比較して、
・「審美性」が高い。
という結果が得られた。
この結果から、面会交流の有無が子どもに与える影
響の一端を垣間見ることができる。今回、面会交流な
し群にみられたマイナス面の影響だけでなく、面会交
流あり群に「審美性」の高さというプラス面の影響が
みられたことは、今後の研究に明るい展望を与えてい
る。親の離婚を経験した子どもは、面会交流によって
美的・詩的な感受性が高まるのかもしれない。面会交
流の実施によるプラス面を見いだすことは、今後の研
究の課題といえるだろう。
また、自由記述項目の分析から、子どもにとって同
居親の言動が面会交流の有無を大きく左右すること
や、別居親が面会交流場所の確保に苦労していること
が示唆された。したがって、同居親に面会交流の重要
性を教育することや、面会交流の場所を整備することが、
円滑な面会交流の実施に向けた施策になると思われる。
今回は調査協力者が少数であったため、より大規模
な調査を実施し、今回の結果を再度検証しなければな
らない。その際、今回は検討できなかった面会交流の
頻度や質が子どもに与える影響についても考慮する必
要がある。
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表２　平均得点に有為差が認めれた質問項目
面会交流あり（n=9） 面会交流あり（n=13） t 値
平均得点（標準偏差） 平均得点（標準偏差）
質問６ 2.00（1.32） 3.46（.78） -2.98
質問 56 1.56（1.42） 2.92（1.26） -2.38
質問 11 1.78（1.39） 3.38（.96） -3.21
質問 51 1.44（1.01） 2.85（1.07） -3.09
質問２ 1.56（.73） .85（.80） 2.12
質問 27 .31（.63） 1.11（.93） 2.43
質問 13 3.22（.83） 1.92（1.38） 2.51
質問 43 3.11（.78） 1.46（1.27） 3.77
*p ＜ .05,**p ＜ .01
